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【研究のねらいと目的】（600 字程度） 

20 世紀初頭は、ヨーロッパの哲学とアジアの哲学の間での本格的な交流が始まった最初の時代

である。本研究では、20 世紀初頭のヨーロッパ哲学とアジアの哲学の影響関係を、インドと日

本と事例に考察した。インドに関しては、Bhattacharyya (1875-1949)と 18 世紀ドイツの哲学者カ

ントの関係を研究した。Bhattacharyya はカント哲学の強い影響のもと、「主体」を哲学の基礎に

据えているが、その一方で、幾つかの批判も加えている。特にカントの「思考できるが不可知

なものとしての主体」という考え方を退け、その上で新しく「思考できないが可知的なものと

しての主体」という独創的な考え方を提示する。本研究はこの対比の内実を明らかすることに

よって、Bhattacharyya がカント哲学をどのように解釈し、どのような点を問題視したのかを考

察した。日本に関しては、とりわけハイデガーが自身の「無」(das Nichit)の概念を練り上げてい

く上で京都学派の哲学から影響を受けていた可能性を探るために、ハイデガーが「無」につい

て主題的にとりあげるにいたった「形而上学とは何か」、そして「言葉についての対話」を検討

した。また、ハイデガーの無と西田幾多郎の絶対無を比較検討し、非古典論理の手法をもちい

ることを念頭におきつつ、それらの間の概念的な類似性、相違点を考察した。 

【活動の記録】 

 

「アジアにおけるカント哲学の受容」読書会として、Bhattacharyya の主著 Subject as Freedom を

精読する読書会を週一度開催した。また「形而上学とは何か」の精読する読書会を月一度開催

した。さらにハイデガーの無と西田幾多郎の絶対無を比較検討するミーティング（不定期、月 2

回程度）を行った。 

 



【成果の概要】（800 字程度） 

本研究では第一に、Bhattacharyya の主著 Subject as Freedom の精読を通じて、彼がカント的な

主体概念の何を問題としていたのか、そしてその問題を乗り越えるために彼が提出した、「知り

うるけれど考ええないものとしての主体」とはどのようなものであったかを明らかにした。

Bhattacharrya によれば、カントの言う超越論的自己は、理性の領域を越えた存在者であり、こう

した主体概念は、真の意味での自己知を不可能なものにしてしまう。これに対して Bhattacharyya

は、自己知が可能であるためには、知られるものを対象化することのない知のあり方が必要で

あると論じる。彼によれば、思考は本質的に考えられるもの、意味されるものの対象化を含む

ため、そうした知は思考ではない。対象化を伴わない知のあり方は、知るという機能・はたら

きを、機能・はたらきそのものとして把握するということに存するとされる。 

本研究では次いで、ハイデガーの無と西田幾多郎の絶対無の比較を行った。とりわけ以下の

点を明らかにした。まず、彼らが、対象ないしあるもの（beings）であるとは、私たちの志向的

状態、意識がそれについてのものでありうるということだと考えていたということ、彼らは無

／絶対無をすべての対象がそこに基礎づけられるような基礎的な存在者であるとしていたこと

を指摘した。その上で、無／絶対無が、対象であると同時に対象ではないという矛盾する性質

を本質的にもつと論じた。さらにこうした概念的な共通項を踏まえたうえで、これらの概念の

整合性を検討するために、矛盾許容論理上のメレオロジーを用いた分析を試みた。とりわけ、

通常のメレオロジーの体系には含まれない、すべての対象のメレオロジー的な和の complement、

そして、対象とその complement の積(product)（これは本質的に矛盾した対象である）を導入し

た上で、西田の絶対無と相対無の区別について分析した。 

【研究業績】 

以下の研究発表を行った。（下線が発表者） 
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